
●指導計画 

 本校では，身近な学習環境である「ふるさと筒賀」の自然・歴史・文化・人等との出会いを大切にし，豊かな体験を通して学ぶことで，学校教育目標の具現化をめざしている。その中で，道徳教育の要である道徳の時間は，子供達の考えを深める場として重要な学習として位置付けている。 また，特別活動は，実際の体験を通して道徳的価値について「気づき・考え・実行する」場として重視している。更に，総合的な学習の時間は，道徳的価値と自分たちの生活とのつながりについて多面的・多角的に学びを深める時間となるよう単元の開発を行っている。  ■道徳の時間の計画  道徳の時間の年間指導計画は，各時間の「ねらい」や「主題構成の理由」などと共に各教科等との関連についても明示し，教科等との相関を図った横断的な学習が計画的に実施できるようにしている。 
    

 ■特別活動と「総合」の関連整理  本年度の重点内容項目「勤勉・粘り強さ」「自然愛」「郷土愛」についての学びをより効果的なものとするため，春の遠足（上殿小と合同）場所を校区にある「龍頭峡」とし，全学年で展開する“龍頭学習”への導入とした。 全学年共に，ふるさとの大自然に足を踏み入れ，豊かな自然の美しさや木々の息吹の神秘さなどを体感した。 このような全校での体験の場を年間を通じて設定し，学びをスパイラルにつなぐよう工夫している。 なお，本年度は，道徳性の涵養と主体的な学びの充実を図るため，教科横断的視点から「総合的な学習の時間 年間指導計画」の見直しに取りかかっているところである。 森はぼくらのお医者さん【3-（2）】：3・4 年 

重点項目を明記 

地域のゲストティーチャーに学ぶ （遠足の登山ガイド） 

総合的な学習の時間年間指導計画（3・4 年：一部抜粋） 

教科等関連を明記 


